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培養二核アメーパの構造と分裂に

関する形態学的観察

能勢好夫

慶慮義塾大学医学部寄生虫学教室

Dientamoeba fragi,lisの形態に就ては Jepps& Do-

bell (1918), Thomson & Robertson (1923), Robert-

son (1923), Kudo (1929), John (1926), Craig (1926) 

千葉（1980), Hegner & Chu (1930），平山（1933)'

Brug (1936), Hakansson (1937), Wenrich (1936, 

1937, 1939, 1940), Dobell (1940），松林（1942）等の

報告があり， Wenrichは糞使からの同定染色標本で，

Do bellは培養からの同定染色標本で， その形態特に核

及び細胞分裂の、過程に就ての詳細な研究業績を発表して

いる。

Do bellによれば， Dientamoebaf ragilisの形態は人体

から山て使の中に見られる時と元気のい L培誌にみられ

るそれとはかなり遣っているO これは糞使からの犬侭の

標本は多かれ少なかれ退化しているからであるO それ故

にこの繊細な生物の奇$.な栴迭の良の姿を現わさないと

云っているo

私は先に2年余に亙って培悲して来た二核アメ｛バの

株を日jいて， 移植後アメーバが死滅する迄24時間毎に

同定染色標本 （A組）を作り，叉 preconditionedme-

di umを際丹jして随伴細菌の増舵を阻止した培芸及ひ’再

び本来の細菌群を随伴せしめた培誌を行って 48時間毎

に継代し，継代毎に同定染色標本（B組，C組）を作り，

之等3組の標本に現われた虫体の大さ及び核数の変化に

就て報告した。本研究に於ては上越の標本によって，二

核アメーバ梼澄並に核及ひ・虫体の分裂に就て詳細に観察

したo 大部分は普通培養（A組）による培養24時間，

48時間， 72時間の材料からの標本によったのであるが，

一部培養僚件の具った標本（B組．）からのものを加えた。

糞使からの標本は松林教授の作られた標本を拝借した。

Yoshio Nose : Morphological studies on Dient. 
amoeba fragilis in culture. (Department of Par-

asitology, School of Medicine, Keio University 
Tokyo, Ja開 n.)

1. 固定染色標本所見

本アメ F バは染色標本に於て多くは類円形又は類栴円

形を呈し，原形質は内外向肉の区別が明阪で・ないが，時

に体の辺畿に無構造、透明な外肉の存在を認めることもあ

る。Thomsonと Robertsonは内肉と外肉との区別は

生体でかなり著明であり，染色したものでも屡保たれて

いると述べているO 内肉は極めて微紅般需な頼粒朕を呈

し，糞使からのf京本と遣って大侭のものに米粉粒がみら

れ，殊に元気な発育旺盛な虫件は全体が米粉粒で充満し

てふくれ上った感じをいたかせるものがある（附図 20,

52, 53, 54等）。細菌類・を犠取していることは糞使より

の標本と同様であるO その他大小のささ胞のみられるもの

がある。昼胞の大きなものでは原形質，核は周辺に由自

され，千葉，平山の云う様に Blastocystishominis の

様な外観を呈するが，これはかなり退行性変性に陥った

ものと考えられる（附図 35）。 叉附図 36に示される様

にl投縮した細胞質と Pellicula との聞にかなり広い定聞

の認められる場合がある。時に著明な偽足が認められ内

肉との境界が明瞭であるo 附図3'1は皐核のE犬な虫体

であるが， Jeppsと Dobellの云う婦紹の初或はおの葉

を想像させる侭足を持ったものに相当するO 体内に主主胞

を癒し原形質は迎行性変性を示している。

糞便に見られる核は一般に円形で，二核のものでも

centrodesmusに結びつけられていることは稀である

（附図1）。然し培誌にみられる核は普通は円形ではなく

て楕円形で，通常その尖った端で centrodesmusの先端

についているが（附図 5），そうでない場合もある（附図

3, 4及び6の片方の核）。 centrodesmusは附図5に

見られる様に均一の線ではなくて，厚みがあり凸凹して

いるO そして硬くなくて自由に曲ったり捻じれたりする

ことが出来る肢に想像されるo 附図 7' 8は centrode‘

smusは見えす，核は円形で糞便中のものに近い朕態を

呈しているo これは幾分退化したものと考えられるo
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核の犬さに就ては Hegnerと Chuは猿及び人からの

標本で皐核， 2核別に計測しだ結果，いづれも阜核の方

が2核のそれより大きいと報告しているO JeppsとDo-

bell，千葉，平山， Wenrich,Dobell等の報告によれば

核の大さは一般に 2μ～4μ の聞であって， 2μ 前後の

ものが多いとされているo 私の成績では 2μ～3.5μ の

ものが多かった。時に附図 38の様に 4.97μ×6.39μ の

豆大な肢を持ったものを認めたが，これは退行性変性に

陥ったものであるo

核の中の染色質頼粒は一般に，大さ，数，配列が一定

していて，その数は通常6例で， 1例は特に大きく， 1

伺は特に小く，残りの 4個はその中間の大さである。時

に3例， 4伺， 5例， 7個のものをみることがある（附

図6, 8' 11～13, 39～42等）。染色賀新粒の配列は2

核のものでは centrodesmusの連絡している反対の極

に一番大きな頼粒が横たわり，残りの 5伺はこれを離れ

て横たわっているのが普通であると考えられる（附図5)

車伎の虫体で・は一番小さな染色質頼粒を取り囲んで他の

5例の頼粒が横たわり（附図46), あたかも梅の花を思

わせるものがある（附図47）υ

Thomsonと Robertson は染色質頼粒は 4～5個が

普通で稀にお｛間以上のことがあり，これが不規則又は輸

朕に配列していると述べ， Craigは染色質頼粒の数は大

多数に於て 4桐で，大さは等しく，叉5個， 6個或は更

に多数の小さし、．頼粒に分れていることもあり，配列は色

々あるけれど普通は四聯球菌の形に列んでいる。2核の

もので，その阿伎の頼粒の配列の!i／る事は屡 EあるO 然

し普通は同様の事が多いと報伝している Q Wenrich 

(1936）は，核の中心の塊の頼粒は 4例でその中の 1つは

大低他のものより大きく，そして濃く染まるO これが員

の karyosome或はむしろ endosome と信じられ，他

の頼粒は他のアメーバ穎の periendosomalgranulesと

同額と看倣すことが出来るo 叉頼粒の数が4個以上の事

も稀でなく， 4～8伺或はそれ以上の事があるが，この

践に数の多いのは最初の4つの頼粒が分裂増加すること

から生ずると想像される。もし 4個の頼粒が同時に分裂

しないならば， 4～8の聞の凡ての数を期待することが

出来る。更に或る頼粒が分裂を繰返すと 8以上の大きな

数になるだろうと述べている。

胞襲。 Kofoid(1923）は胞襲を発見したと発表したが

一般に認められていない。 Hakanssonは染色標本で胞

嚢らしいものを発見したのでフd（で‘栄養型を段して，叉7.k

で遠心沈澱して探したが見つからなかったと述べてい
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るo－平山は千葉も報告している様に，虫体が一様に網眼

駅構造を呈し徴抑！頼粒に宮み，細菌乃至$1物を厳しな

い他のアメーバの被胞前期形態に合致する形態を具備し

たものを発見し（平山 80図），之を被胞前期形態と看倣

し，叉それよりー肘緊密で徴和；頼粒朕を呈する虫体を発

見し，之を胞襲ど認定した。Wenrich(1936）もこれら

と同践の虫体を発見し，被胞前期の段階叉は侭胞震の構

造を示唆するのではないかと述べているO 附図 48は平

山の云う被胞前期形態に一致する所見を呈し， 附図49少

50, 51は彼の云う胞襲に相臆する所見を示しているo

然し之等はむしろ虫体の生活力が衰えて食物を嬬取する

ことが出来なくなって，原形質が退行性変性を来したも

のと看倣すべきで，胞襲と見るのは早計であると考えら

れるo

2. 細胞分裂

細胞分裂の段階は附図9～15で良く了解出来る事と

思う。

附図9ではアメーバが丸くなり，米粉頼粒を多く嬬取

しているo 10ではアメーパが長くなって， 2つの核は

反対の極に横たわっているo11では中間のくびれと木

の芽の政な小さな偽足が現われているO 12ではくびれ

は更に深くなり，傍足は焔の伐になるo この時は核出未

だ反対の極にあるO 13ではアメ F バが 2つに分離しよ

うとする瞬間。核は互に引かれて隣接した極を占めるo

14は分離した直後の半分のみを現わすO かくて分裂し

たアメ戸パは，しばらくの間 centrodesmusの残りを示

している（附図15）。

3. 稜分裂

末期，便宜上核分裂の末期の所見から記述する。 2核

のものから分裂した若い例体は運動し，婿食を続け，後

には centrodesmusの痕跡を失って糞便にみられる車核

の型に相臆して来るが，向6個の染色体がみられる（附

図 16）。然し早晩最後の末期の段階に入り，核は休止献

態に入るo染色体は核膜内に散り（附図 17），周辺に行

き，交叉点で小さな濃く染った頼粒を持った網野己最且織を

示す（附図18, 19）。 これらの頼粒の 1つは大さを増し

他のものは漸次小さくなり，大きな頼粒は中心を離れて

横たわり，無構造の最で固まれて見えるo これが kary-

osomeであると看倣れる（附図20）。かくて休止核をも

った個体が形づくられる（附図 21,22）。然しこの朕態

で休むことなく，相次いで絞分裂の初期の段階に入って
行く。

初期。この時期になると核は円くなり， karyosome 

( 7 ) 
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は分解して頼粒とそれを連結している糸吠のものになる らは細胞質が一般に微細穎粒朕を差し，大低食物を指取

(m図23,24）。 これから染色体が形成されるのである していない（附図55,56, 57）。

が，その数は明瞭でない（附図 25）。次に染色体は大き 多数核の個体。多数核のものは，培養では比較的多く

くなり，濃く染った塊になるO この時には今迄明瞭であ 見出される。このものは細胞分裂をしそこねた2核のも

った筏肢は殆んど判らなくなる（附図26）。 Dobellはこ のから発生すると考えられる。 2つの核の中1核だけが

の時期に分裂の中心となる centrodesmusの根源を認め 分裂すれば， 3核の個体が出現し， 2つの核が同時に分

ているが，私はそのような標本をみつけることが出来な 裂すれば4核になるo附図58, 59, 60は 2つの核の中

かったD この centrodesmusの源は染色体を越えて長く 1つの核だけが分裂の段階にあり，：附図 61は2つの核

延び，核は漸次その形を変えて紡錘形になって来る（附 共に分裂過程にある。附図62は3核の何体であるが，

凶27～30）。附図 29の centrodesmusは不完全で， 30 centrodesmusで連結された 2つの核と核分裂の前期の

では全然見られなかったが，染色体は6個算えられる。 段階にあるもう 1つの核を持っているO これは細胞分裂

中期。次いで6個の染色体は各々 2つに分裂して符6 を起さずに 2つの核の中， Iつの核が先に核分裂‘を起し

佃宛をもった 2つの組に分離する。 附図31では 6｛同宛 て2つの核に分裂した矯である。残りの核は分裂した 2

2組になった 12個の染色体が算えられる。核は三日月 つの核より犬きい。附図 63, 64, 65は41阿の核をもっ

叉は半円形になって， centrodesmusはその良直ぐな紘 た個体で・ある。附図63は centrodesmusで2対に連結

に沿うて走るo されているが，附図64は centrodesmusは1木しか認

後期。染色体の 2つの組は分離してその端の方へ行 められない。附図65は centrodesmusが互に交叉して

く。この時期では一対の大きな染色体は常に．顎著でその いるD 附図66は5個の核を有する個体で2対の小さな

中央で、互に相対しているO 残りの各51同の染色体は 1flfii 核とその約2倍の犬さの1個の核がみられる。

乃若数｛阿の塊になってみえる（附図 32, 33）。染色体の 5. 総括並に結論

各組が紡錘の先端に達すると，核肢は真中でくびわて2 私は2年余に互って培蓋して来た二核アメ戸パの株を

つの核小胞を形成する （m図34）。 centrodesmusは分 川い，培養燦件の具った材料・からの同定染色標本を作

裂した2つの核を連絡して残る。 り，アメーバの形態を鏡検し，その発育及び構造を観察

かくてアメーバは最初に述べた段階（附図3～6）に し次の様な結論を得た。

注しているO 他のアメ｛バの末期の段階である 2核の朕 1. 本アメ戸バは一般に類円形交は類楕円形を呈し，

態が，このアメーパの成熟した形で、あって，一番安定し 細菌類を嬬取し時々犬小の空胞がみられる。培養虫休

た時期で・あるo このアメーバは，その生活環の大部分を では糞便からのものと還って，殆んど凡て多量の米粉粒

この 2核の朕態で，嬬食tし，運動し，生活するのであ を含んでいた。

るO 2. 糞便にみられる核は一般に円形であるが，培悲虫

4. 異常形態 体の核は楕円形であるのが普通であった。

大さ及ひ．核数に就てのB·~常な到の虫体が屡 E発見され 3.糞便からの標本では centrodesmus の見られるこ

るo とが少ないが，培~虫体では，その核は通常 centrodes-

豆大形。 E犬形は主に阜核の虫体にみられる。これは n1usで結びつけられていた。

若い草核の個体が食物をとって生長して行くが，核分裂 4. 核の中の染色質穎粒は一般に，大さ，数，配列が

の障碍の篤に車核のE大形が出現するのであろう。附図 一定していて，その数は遁常6個で， 1個は特に大き

52, 53はこの段階を示すものと思われる口附図 54は く， 1個は特に小さく，残りの 4伺はその中間の大さで

14.2μ ×17.0Ltμ の大さである。 B組の1代のものでは あったo

培技僚件が変った局に具常にE犬な虫体の出現をみ，皐 5. 虫体が一段に網眼朕或は微細穎粒j伏を呈し，細菌

核の虫体では18.46μ×18.46μ, 2核のものでは 22.72μ その他の異物を臓しない他のアメ｛バの被胞前期形態或

， ×22.72μ の犬さの虫体をみ，附図 67は25.56×15.62μ は胞裂を思わせるものをみたが，員の胞裂を発見するこ

大である。 とは出来なかった。

媛小形。短小形は細胞分裂後中間の生長なしに直ちに 6. 細胞分裂の全過程及び核分裂の全期の段階を示す

次の分裂を起す物に出現するものと考えられるが，これ 虫体を見出しその分裂過程を推定することが出来た。
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7. 培養僚件及び時期の異なった材料からの標本によ

った矯，虫体の異常にE犬なもの，短小なものを観察す

ることが出来た。

8. 叉非常に展三 3個及び4個の桜を有する虫体を発

見し，稀に51悶の核を有する虫体を観察し得，その発生

機轄を明かにすることが出来た。

（本論文の要旨は昭和 28年 4月第 22四日本寄生虫学

会総会で発表した）。

稿を終るに臨み，終始懇切なる指導，校聞を賜った松

林教授に深〈感謝致します。

図版説明

1～2図は糞便より，他は凡て培養よ Pのものである

1 糞便よりのこ核のアメーパ

2 糞便よりの草核のアメ F パ

3～6 ニ核のアメーノマ，核染色体centrodesmusの種

々な外観を示す。

7,...... 8 ニ核のアメーパ，核は類円形で centrodesmus

は認、占うられない。

9~15 細胞分裂の各段階

16～22 核分裂の末期

23～30 核分裂の初期

31 核分裂の中期

~2～34 核分裂の後期

35 退行性変性型，大きな空胞が中央を占め，核及

び原形質は周辺に圧迫されている。

36 退行性変性型，細胞質と Pelliculaの聞に大き

な空間がある。

37 車核のアメーバ，著明な偽足を示す。体内に空

胞を寂し，原形質は退行性変性に陥っている 0

38 退行性変性型，虫体に比し核が非常に大きい0

39～42 皐核のアメ｛バ，染色贋頼粒が夫々 3,4, 5, 

7個である 0

43～44 車核のアメーパ，染色質頼粒は 10個と 11個認、

めちれ，何れも 2個の他より大きい頼粒を持づ

てし、る。

45 車核のアメーパ，核分裂の異常型恐らくは

Brug の4～8図に相当する異常な後期の段階

であろう。

46～47 車核のアメ F ノマ，染色質穎粒の普通の配列を示

すO

48・ 軍核のアメーノマ，被胞前期形態に類似する，原

形質は多分に退行性変性に陥っている。

49～50 胞嚢に類似のニ核と車核のアメ戸ノマ。

52～53 E大形発生の段階を示すものと思われる寧核の

アメーパ。米粉粒に満ちている。

54 E大な車核のアメーパ，米粉粒に満ちている。

55～57 媛小形。 56図は僅かに米粉粒の残澄を留?b,

57図は僅かに細菌を癒す。

58～61 多数核の発生機轄を示す二核のアメーパ。

62 3個の核を有するアメ〕ノ守口

163～65 4個の核を有するアメ F ノ寸。

66 5個の核を有するアメーノマ。

67 異常に膨大したこ核のアメ｛パ。

( 9 ) 
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